
平成30年度公共交通に関する主な取り組み

１．夜間実証実験の実施

❶運行期間

❷運行路線

平成30年１２月３日（月）～ 平成31年２月１日（金）
（土日祝・年末年始を除く毎日）

広島線（輪厚ゴルフ場経由）

❸運行区間 北広島駅⇒輪厚ゴルフ場⇒大曲

❹運行時刻 北広島駅 １９：５０発

❺運賃 通常の広島線と同額 （北広島駅⇒大曲で３４０円）

【概要】

【結果】 全期間の利用者数は149名であり、1日平均3.8人でした。利用者の多いバス停は乗車は北広島駅、降車は輪厚ゴルフ場、希望ヶ丘と

なっています。また、利用者の約45％は高校生の利用でした。
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職業
(n=145) 【今後の予定】

利用実態や利用者への

アンケート調査の詳細な

分析、広島線の他系

統・他の時刻の利用状

況等を考慮しながら、本

格運行の適否について

は、慎重に検討

夜間における北広島駅から⻄部・⼤曲地区の最終便のニーズを検
証するため、北海道中央バス株式会社の協⼒のもと、夜間実証実
験を行いました。

★

資料１

全期間のバス停毎の乗降人数 利用者内訳



２．ダイヤ改正による北広島駅におけるバスとＪＲの接続改善

例：高台町5丁目

（駅方面行）時刻

・改正前 8：59←（10分）→9：09 ←（28分）→ 9：37

・改正後 9：03←（15分）→9：18 ←（15分）→ 9：33

札幌駅 東部中学校

（発） （着） （乗継時間） （発） （着）

改正前 18:50 19:06

改正後 18:50 19:06 (9分） 19:15 19:27

接続なし

JR
北広島駅

バス

（エアポート186号）

（エアポート186号）

北海道中央バスでは平成30年4月1日にダイヤ

改正を行い、夕方時間帯における北広島駅から

東部中学校方面へ向かう便のＪＲからの接続改

善、日中時間帯における団地地区から駅方面

へ向かう便の運行間隔の調整等を行いました。

【運転間隔】 【運転間隔】

※ダイヤ改正の主な内容

・接続改善：ＪＲに新たに接続する便の運行

・運転間隔の調整：15分間隔の運転

３．小中学生を対象としたモビリティマネジメントの実施

将来の公共交通の利用者となる児童・生徒に対し、過

度な車社会から公共交通へ転換する意識を醸成するこ

と、公共交通に慣れ親しんでもらう機会を提供すること

で、バスの良さや魅力を実際に体験し、今後の公共交

通利用者の確保につなげることを目的に、モビリティ・マ

ネジメント学校授業を西部中学校、大曲小学校で実施

しました。

【カリキュラム】
１時限：講義（車と環境、そしてこれからのバスをどうするか？）

【講師：北海学園大学工学部 鈴木聡士教授】
1時限：バス乗車体験（乗車方法、乗車マナーなどについて）

【講師：北海道中央バス㈱、ジェイ・アール北海道バス㈱】

★

★



４．情報発信

ＪＲ北広島駅構内に掲示したバスダイヤ改正の周知→

↑夜間実証実験の実施に関する町内会回覧

↑広報北広島 平成30年8月1日号

公共交通に関心を持ってもらい、利用促進につなげるため、広報、町内会回覧、掲示

等により公共交通に関する各種情報発信を行いました。

★



５．その他取り組み

地域の方の意見を踏まえて決定した北広島団地の
愛称である「さんぽまち」のロゴ、キャッチコピーをバス
停に掲出しています（2019年3月末から順次）。

北広島駅東口のバス停表示が汚れていて読みにくかったことから、
改善しました（2018年10月）。

★ ★

改
善
前

改
善
後

北広島団地地区が子育て環境に最適な地域である
ことがイメージできるような愛称やキャッチコ
ピーとして平成29年度に制作しました


